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上海における日本の投資の現状と問題点

陳　　　鴻　斌

１． 日本の中国投資の現状

　日本経済はこれまでにない構造転換の圧力に直面している 。８０円台を割るまでにいた った急激

な円高，アジアＮＩＥＳの追い上げによる厳しい価格競争に対応した日本の製造業の海外への生

産拠点シフトは，量的拡大はかりでなく質的変化も遂けなけれはならない。多くの中小企業にと

ってはこれから海外移転を余儀なくされていくだろう 。

　日本の海外投資は今まで圧倒的に米，英などの先進国に向いていたが，こうした生産 コストを

下げるための海外シフトは，アジアの途上国がもっとも相応しいということは言うまでもない 。

アシアでは，近年来中国が既にイントネシアを上回 って日本の最大と投資国となっ ている 。１２億

の人口を擁している中国はここ３年ずっと２桁の成長を続けており ，今年も２桁が維持され，今

世紀末則後までもそれに近い成長率が保てると予測され，中国の国力が急速に向上しつつある 。

経済大国としての日本がこうした急成長の隣国中国に投資を増やすのは，当たり前のことであ

る。

　しかし，最初から積極的に中国に投資している海外の華人企業や欧米企業と比べても日本企業

が出遅れているというのが現状である 。その重要な背景は，８０年代の後半に，多くの日本企業が

中国よりもむしろアセアン諸国に進出し，そこに重要な生産 ・輸出拠点を作 っていたことである 。

つまり ，「プラザ合意」から始まっ た円高の中で日本の輸出向け製造企業は生産の海外シフトを

迫られたが，その進出先には，既に日本企業が豊富なビジネス経験を持ち，政治的な安定度やイ

ンフラなどでも優位にあ ったアセアン諸国，特にタイ ，マレーシア，インドネシアが優先された 。

特に８７年から９０年ごろには，繊維，軽工業から家電，エレクトロニクス ，精密機器などの広い範

囲で多数の日本企業がその地域に進出し，主として論出向けの生産基地を作 っていっ た。

　９０年代に入り ，アセアン投資が一巡し，外国投資の中心舞台が中国に移 っていく 。しかし，多

くの日本企業はアセアンヘの投資がまだ進行中であ ったなかで，日本国内がバブル崩壊後の長い

不況に陥 った。それよりも中国の政治情勢や投資関連制度，インフラ整備などに不安を感じてい

たことから ，日本企業が虞重かつ消極的な態度を取るに至 っている 。それで９３年末まで中国に投

資された日本の投資件数と投資額はともに中国の受け入れた外国投資のわずか４％に過ぎず，香

港， 台湾，アメリカに次いで第４位にある 。中国に進出した日本の投資は，日本の海外投資総額

の１％しか占めておらず，きわめて小さなポジシ ョンである 。通産省の対外投資統計によると ，
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　　対中直接投資実績 （億ドル）

件　　数 契約金額 実行額
年　　度

世　　界 日　　本 世　　界 日　　本 世　　界 日　　本

１９７９－８５年 ６， ３７３ ２１１ １６３ ．７ １２ ．３ ５８ ．５ ８． ３

８６ １， ４９８ ９４ ２８ ．３ ２． １ １８ ．７ ２． ０

８７ ２， ２３３ １１３ ３７ ．Ｏ ３． ０ ２３ ．１ ２． ２

８８ ５， ９４５ ２３７ ５３ ．０ ２． ８ ３１ ．９ ５． ２

８９ ５， ７７９ ２９４ ５６ ．０ ４． ４ ３４ ．０ ３． ４

９０ ７， ２７３ ３４１ ６６ ．０ ４． ６ ３４ ．９ ５． ０

９１ １２ ，９７８ ５９９ １１９ ．８ ８． １ ４３ ．７ ５． ３

９２ ４８ ，７６４ １， ８０５ ５８１ ．２ ２１ ．７ １１０ ．１ ７． １

９３ ８３ ，２６５ ３， ４８８ １， １０８ ．５２ ２９ ．６ ２５７ ．９ １３ ．２

９３年末累計 １７３ ，４５７ ７． １８２ ２， ２１３ ．５２ ８８ ．６ ６０８ ．４９ ５１ ．７

（中国対外経済合作部資科）

　　中国ｒ三資企業」の国家 ・地域別ベスト１０および投資先立地ベスト１０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９３年末現在累計）

順位 省　　市 企業数 順位 国家 ・地域 企業数
１ 広　　　　東 ４４ ，７０５ １ 香　　　　湾 １０６ ，９１４

２ 江　　　　蘇 １８ ，０８２ ２ 台　　　　湾 ２０ ，６１２

３ 山　　　　東 １２ ，５６１ ３ 米　　　　国
１１ ，５５４

４ 福　　　　建
１１ ，９９０ ４ 日　　　　本

７， ０９６

５ 析　　　　江
８， ０８５ ５ マ　　カ　　オ

４， １１８

６ 上　　　　海
８， ０５６ ６ シンガポール

３， ０３７

７ 海　　　　南
７， ３９０ ７ 韓　　　　国

２， ３２１

８ 遼　　　　寧
７， ３６５ ８ カ　　ナ　　ダ

１， ４９５

９ 北　　　　京
６， ５１６ ９ タ　　　　イ

１， ３６１

１０ 天　　　　津
６， ００４ １０ 豪　　　　州

１， ２６９

資料 ：国家行政管理局，日刊工業新聞，９４年５月７日 。

対中国投資のシェアは９１年に１３位，９２年６位，９３年５位と上昇してきているが，中国のその年に

受け入れた海外直接投資のシェアは次第に低下しているのも事実である。今迄対中国投資は対米

英投資の１０分の１程度に過ぎない。そして一件あたりの投資額はさらに小さい。９３年のデータで

は， 対米英諸国が１６００万一１８００万ドル，対アセアン諸国でも５００万一８００万ドル程度であるが，日

本の対中国投資額は２４０万ドルに過ぎない。中国対外貿易部の統計を見ると ，９３年の全対中国投

資の実行額は一件あたり３７万ドルのレベルに過ぎない 。

　対欧米投資は現地市場参入を狙った自動車，家電，電子産業の工場新設ないし追加投資を行な

うが，中国についてはまだまだ質，量とも零細である 。今迄も対中国投資ブームの中で，日本企

業がこれ以上出遅れるなら ，ピジネスチャンスを失うはかりでなく ，アジアから孤立するという

恐れにも繁がるのではないだろうか。日本企業自身のグローバルな企業戦略の調整によっ て， こ

れからは中国ヒジネスの「本番」になれるかどうかが注目されている 。

２． 上海市の外資導入政策

中国は日本の２６倍の広さを持つ大きな国であるから，もしこれから日本企業が本格的に中国投

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９２０）
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資をしたら ，中国のどの地方に投資したらいいかという問題もないわけではない。今迄，日本の

対中国投資の９６％が中国の沿岸地方に集中し，しかも５０％が大連への進出である 。しかし，ここ

２年ぐらい，上海，それから江蘇，断江等の長江デルタヘの関心が急速に高まっ てきた。日中投

資促進機構への投資相談件数でも ，ここ数年上海がトッ プを占め，江蘇，析江両省も急増してい

る。

　その背景はどこにあるかというと ，種々ある 。中国大陸沿岸地方の中間にある長江デルタ地域

は， 気候温暖，雨量血富で「魚と米の里」と称される中国の最も豊かな穀倉地帯である 。その面

積は中国の２ ．２％しか占めていないが，人口は９ ．１％も占めている 。教育水準が高く ，商才に富ん

だ人材も多く ，紡績や機械，金融なと ，中国近代産業発祥の地として知られている 。１９３０年代に

上海は東洋一の大都会，極東の金融センター でもあ った 。

　経済面から見ると ，ＧＤＰや工業総生産，財政収入，小売り総額並びに海外直接投資導入額な

どの比率はいずれも２割前後と高いウェートを占めている 。更に，主要経済指標伸び率のほとん

とは全国平均を大きく上回 っており ，中国経済の牽引車の役割を果たしている 。とりわけ，中国

最大の加工工業基地としての長江テルタ地域のインパクトは大きい。まず，上海は改革開放以前

から計画経済時代の中国の工業基地であ ったこともあ って，重工業関連産業が特に発達している 。

上海の工業総生産に占める重工業関連産業の比率は９２年に３０ ．８％（特に説明しない限り ，９２年のデ

ータとする）と ，全国平均の２７ ．１％を上回 っている 。なかでも ，機械，電子，電気機器，自動車

産業などの優位は特に顕著であり ，冶金工業では，日本にも名を馳せている宝山鋼鉄総廠を始め ，

大規模な製鉄所は数社ある 。このため，冶金加工産業の生産額と粗鋼生産量はそれぞれ全国の

１４ ．５％と１５ ．２％を占め，宝山鋼鉄総廠は中国一の企業となっ ている 。また，機械，電子，電気機

器産業を見ても ，発電設備のシェアは１９ ．６％，テレビ１５ ．２％ ，専用訓則器３０ ．７％に達している 。

近年来，乗用車産業も上海経済の基幹産業として急速な発展を遂けている 。９４年に，上海フォル

クスワー ゲンで生産された乗用車（サンタナ）は１６万台に達し，全国乗用車の生産台数の半分近

くを占めている 。

　重工業関連産業中 。し・の上海の両側にある江蘇，析江両省は軽工業，なかでも農産品を原材料と

する軽工業関連の加工産業が発達している 。工業総生産高に占める農産品加工関連軽工業の比率

を見ると ，江蘇，析江はそれぞれ３５ ．４％（９１年） ，４３ ．４％となっ ており ，上海（２４ ．３％）はもとよ

り， 全国平均の２９９％をも大きく上回 っている 。この内，繊維産業が両省にとっ て伝統的且つ最

大の産業でもある 。とりわけ，絹製品の生産量は全国の７割以上を占めている 。更に，機械産業

や化学産業，建材産業なども発達している 。

　江蘇，析江両省の農業も全国に大きな影響力を持 っている 。耕地面積は全国の６ ．５％を占める

に過きないが，全国の生産量に占めるシェアはそれぞれ食糧１０９％（米は１６３％），綿１３０％，生

糸４１ ．４％となっ ている 。

　このように長江デルタニ省一市は国民経済の成長を支えるうえで大きな役割を果たしている 。

しかし，中国の改革 ・開放は最初広東，福建等の南方沿岸地方に限定して推進してきたために ，

上海は地盤沈下をきたしていた。上海は中央政府への多額の財政上納金に耐え，広東省を始め他

地域の改革，経済発展を支える一方で，自らは改革 ・開放路線から取り残されて停滞していっ た

のである 。改革 ・開放の当初，目標モテルや具体的な推進プロセスが不明な状態のもとでスター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９２１）
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トしたわけで，最大の経済中心都市をテストランに当てるのは，あまりにも無謀なことというの

は， 自明である 。

　１０年以上の改革 ・開放を通じて，中国はかなりの成長を遂げ，国力もある程度強化されたので ，

上海を再び改革 ・開放の最前線に押し出す余裕が見られ，そしてそれ以上の成長を達成するため

にも ，どうしても上海に機関車的な役割を果たさせなければならない。上海の浦東開発 ・開放は ，

上海の転機となっ た。 それ以来５年が経過したが，浦東開発を突破口に上海を振興しようとする

意図は予定通り実現している 。上海の成長率は９２年に８年ぶりに全国平均を上回り ，ここ３年ず

っと１４％台の成長を保ち，中国全国のＧＤＰと財政収入に占めるシェアも高められてきた 。

　上海の経済発展は長江デルタ地域ばかりでなく ，長江を遡 ってその全流域にインパクトを及ぼ

すことができる 。ヒマラヤ山脈に発する長江は中国大陸の西から東へ６３００キロを流れ，河口に上

海， 下流の南兄，中流の武漢，上流の重慶なと中国の重要工業都市が沿岸地帯に点在しており ，

従来より ，流域の１市（上海），７省（江蘇，断江，安徽，江西，湖北，湖南，四川）は国民経済を支

えてきた一大経済圏である 。９０年に浦東開発が国家プロジェクトとして認可され，その後の中国

共産党１４全大会におけるｒ上海浦東新区を牽引車に，長江沿岸諸都市の発展を一層進めよう」と

の決議を受けて，流域全体の開発がクローズア ップされ，上海浦東を中心とする長江経済圏の開

発が本格的に始動した 。

　浦東開発がスタートした同じ年に，新中国最初の証券取引所が上海で設立され（いままで全国

にニカ所しかない），その時価総額２５５９億元，上場企業は１６６社になっ ており ，国有企業改革の一

環として株式会社制に移行して株式の発行を行な っている 。上海以外では海外金融機関の支店が

まだ許可が出ていないが，上海には既に３１社（日本１２社）も設立されている 。その内訳は，銀行

が２６社，保険が２社（ＡＩＧと東京海上），財務公司が３社である 。９４年４月に上海で全国の外貨取

引センター が設けられ，今年の３月に円もその取引外貨（その以前は米ドルと香港ドルだけ）にな

った。ここ数年来上海は中国各大都市を蓬かに上回るぺ一スでインフラ整備に全力投球をしつつ

ある 。最初の地下鉄の開通，最初の高架式の環状道路の完成，市内を流れている黄浦江に二基の

橋もできている 。電話は８９年の６桁からまもなく８桁に切り替えていく 。電力とガスの供給能力

拡張，飲用水の浄化なども急ピ ッチで進められ，環境保護も重要視され，投資環境が著しく改善

されてきた。ハ ードの面で充実していると同時に，ソフトの面でもたえず強化されている 。市場

経済に適応できる人材の育成に大きな力を入れ，各大学には多くの新しい専門が設置され，国際

金融，財政といっ た科目は今人気爆発となっ ている 。世界経済とのリンケージを強めるために ，

国際ビジネス慣習も強調されている 。

３． 上海市の外資導入の今後の方向

　長江流域経済圏，長江デルタ地域そしてその機関車的な存在の上海の地位，それが中国経済発

展政策の中から見られる重要度によっ て， 上海及びその周辺地域はここ数年外国直接投資の導入

額が急激に増えてきた。９５年１月現在，上海は累計２４２億ドル（契約べ 一ス ，以下同）に達し，そ

の内の８９％に相当する２１６億ドルが９０年以降に導入されたものである 。この結果，海外資本の対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９２２）
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中国直接投資総額に占める上海のシェアは９０年の５％から９４年の１１％へと倍増した。投資額の急

増に伴 って多国籍企業の投資件数も次第に増えている 。１９９４年８月現在，世界上位５００社の多国

籍企業のうち既に上海に進出してきたのは１４３祉，その投資額は２７ ．６億ドルに達している 。多国

籍企業の進出によっ て，一件当たりの投資規模も拡大している 。とりわけ９４年に入 ってからが顕

著であり ，１０００万ドル以上の大型案件で見ると ，９月までのわずか９ヵ月の間に，過去１６年問累

計の３割に相当する１９４件が契約されており ，この内３０００万ドル以上の超大型プロジェクトが４７

件にものぼっている 。香港，台湾企業はもとより ，ＡＴＴ，シーメンス ，フォルクスワー ゲン ，

日立などの日米欧の巨大資本の上海進出が目白押しである 。

長期滞在邦人数
　　　　（人）

日本人学校生徒
　　　（人）

日本からの投資
額（億ドル）

（許可べ 一ス）
数　　（社）

三資企業数
　　　　（社）

９１年 １， ０８７ ６７ １． ３２ ４９ １７６

９２年 １， １７０ ８４ ２． ８１ １６３ ３３９

９３年 １， ５４８ １１４ ３． ７０ ２９８ ６３７

９４年 ２， ４４１ １８０ ７． ２６ ４９２ １， １２９

　上海における日本のプレゼンスは大きい。投資金額（契約べ一ス）で見れば香港が約５６％，米

国が約１０％，日本は約８％で３位であるが，他国が契約書を調印しても実行しないことが多いが ，

日本の実行率が６５％くらいの高い水準に達している。香港は中小の労働集約企業と不動産分野が

多いが，日本はここ数年製造業と流通 ・小売り業で活躍している 。徳島県の女性下着メーカーア

イリスが浦東新区の輸出加工区の進出第一号企業として，中国のこの国家プロジ ェクトに先鞭を

付けている 。フジタは８０００万ドルの投資で１平方キロの造成を請負，工場を建設して日本の中小

企業の誘致をはかる 。伊勢丹は上海で最初にオープンした外資系の百貨店となり ，アジアーの百

貨店一八百半上海店も今年内にお客を迎えることになっ ている 。今，上海には日本の合弁企業が

約１１３０社，支店及び事務所が２３０社，合計で約１３００が活動している 。この内，約４００が日本商エク

ラブに加盟している 。

　エアコンのコンプレ ッサを作 っている上海日立電器有限公司は９３年１月１８日に製造工場を着工

したが，年内に４２０００平方メートルの工場が完成，３００個のコンテナケースに詰まれた施設が取り

付けられ，その年の１２月２８日に最初の製品がその流れ作業線から生まれた。９４年の上半期だけで

も１５万台の製品を上海シャープに出荷した。それで日立側は５５００万ドルの第一期工事に続いて ，

８０００万ドルの第二期工事の投資をし，そしてその投資比率を第一期の２５％から６０％まで上げてき

た。 本社川崎にある神明電機は上海の閾行開発区でも大きな成功を収めている 。進出して６年足

らずであるが，生産は毎年３０％増を記録し，初年度から黒字を計上している 。従業員は当初の

２５０人から１年目で８００人，９４年の上半期に１６５０人に増員され，更に同じ開発区内に新設された工

場にも別に１４００人の工員を募集した。そのような成功例は上海では枚挙に暇がないほと多い。中

国での日本の合弁企業はおよそ４分の３が所期の収益を上回 っているが，上海に進出した海外投

資の８０％が黒字を計上，リターン率は２５％に達し，上海の閾行開発区に至 っては３２％にものぼっ

ている 。上海の人件費と土地代はその他の地方より若干高くなっ ていることは確かであるが，上

海のインフラ整備もそれなりに整い，人材も集まっ ているので，相対的にコストが高くない 。

　要するに，このまたとないいいチャンスを掴んで，日本の企業，特に大手企業が罵踏なく上海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９２３）



２００　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４４巻 ・第６号）

を中国の進出拠点にして，中国の市場の旨味を満喫して，相互依存の中日経済協力関係が形成で

きることが望まれている 。

（９２４）




